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財団法人　山形県結核成人病予防協会

いよいよ特定健診・
特定保健指導がはじまります

検診センターのホールを利用し
絵画などの作品を展示



☆
各
支
援
の
内
容

◎
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
関
す
る

詳
し
い
こ
と
は
…

　　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
市
町
村

の
国
民
健
康
保
険
の
係
の
方
に
、そ
の
他
の
健
康
保
険

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
保
険
者

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

診
結
果
に
よ
り
、別
表
に
よ
り
階
層
化
さ
れ
、「
動
機
づ

け
支
援
」、「
積
極
的
支
援
」の
保
健
指
導
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

た
だ
し
、糖
尿
病
又
は
高
脂
血
症
の
治
療
に
係
る
薬

剤
を
服
用
し
て
い
る
方
は
最
終
的
に
積
極
的
支
援
及

び
動
機
付
け
支
援
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

◎
健
診
の
流
れ

　

こ
れ
ま
で
は
、図
１
の
よ
う
に
市
町
村
や
事
業
主

か
ら
受
診
の
案
内
が
あ
り
、健
診
機
関
や
医
療
機
関

で
健
診
を
受
診
し
ま
す
。
健
診
結
果
は
、市
町
村
や

事
業
主
に
送
ら
れ
た
後
、受
診
者
本
人
に
通
知
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、図
２
の
よ
う
に
40
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
場
合
、医
療
保
険
者
が
健
診
の
窓
口
に
な
り
ま

す
。
ま
ず
自
分
の
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
を
確

認
し
ま
す
。
そ
の
医
療
保
険
者
か
ら
健
診
の
案
内
が

届
き
、健
診
機
関
や
医
療
機
関
で
健
診
を
受
診
し
ま

す
。
健
診
結
果
は
、各
医
療
保
険
者
に
届
き
、受
診
者

本
人
に
通
知
さ
れ
る
と
と
も
に
、特
定
保
健
指
導
の

案
内
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、各
が
ん
検
診
な
ど
特
定
健
診
以
外
の
検

診
に
つ
い
て
は
、医
療
保
険
の
種
類
に
関
係
な
く
、市

町
村
で
実
施
す
る
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、事
業
所
で
働
い
て
い
る
方
は
、事
業
所
で
行

◎
特
定
健
診

　

健
診
で
は
、受
診
者
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
、ま
た
は
そ
の
予
備
群
か
ど
う
か
を
調
べ
ま
す
。
そ

の
た
め
健
診
で
は
普
段
の
状
態
が
わ
か
る
よ
う
に
急

な
減
量
や
禁
酒
、禁
煙
を
し
な
い
で
受
診
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

検
査
項
目

　

●  

問
診
、身
体
計
測
、血
圧
測
定
な
ど

　
　

生
活
習
慣
の
情
報
収
集
や
身
長
、体
重
、腹
囲
、血

圧
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

　

●  

脂
質
の
検
査

　
　

血
液
中
の
脂
質（
中
性
脂
肪
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

な
ど
）を
調
べ
ま
す
。

　

●  

代
謝
系
の
検
査

　
　

糖
尿
病
発
見
の
手
が
か
り
と
な
る
血
糖
を
調
べ

ま
す
。

　

●  

肝
機
能
の
検
査

　
　

肝
機
能
の
障
害
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

　

●  

尿
、腎
機
能
の
検
査

　
　

腎
機
能
の
障
害
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

◎
特
定
保
健
指
導

　

健
診
の
結
果
、健
康
の
保
持
に
努
め
る
必
要
が
あ
る

方
に
対
し
て
特
定
保
健
指
導
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
健

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す
。
概
略
に
つ
い
て
は
前
号
で
掲
載
い
た
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
受
診
、結
果
通
知
ま
で
の
流
れ
及
び
特
定
保
健
指
導
の
階
層
化
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

い
よ
い
よ
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す

◎従来の健診の流れ

◎特定健診、特定保健指導の基本的な流れ

住　民
労働者

40歳から74歳の
被保険者

被扶養者・家族

市町村
事業所

健診機関
病　　院

健診機関
病　　院

医療保険者
（健康保険組合・
共済組合・国民
健康保険 等）

健診結果

受　　診

受　　診
案　　　　内
受診券の送付

健診結果と
保健指導の案内

結　　果

（図 1）

（図 2）

結　　果

案　　内

う
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
健
診
が
優
先
さ
れ
ま

す
の
で
、事
業
所
の
健
康
管
理
担
当
者
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

①血糖 ②脂質 ③血圧 40～64歳　　65～74歳

あり

なし

あり

なし

※喫煙歴の斜線欄は、階層化の判定が喫煙歴の有無が関係ないことを意味する。
①血糖は、空腹時血糖が100mg/dl以上、またはHbA1cが5.2%以上
②脂質は、中性脂肪が150mg/dl以上、またはHDLコレステロールが40mg/dl未満
③血圧は、収縮期が130mmHg以上、または拡張期が85mmHg以上

積極的支援
動機付け支援

積極的支援

動機付け支援

２つ以上該当

１つ該当
≧85cm（男性）
≧90cm（女性）

上記以外で
ＢＭＩ≧25

１つ該当

３つ該当

２つ該当

腹　　囲
追加リスク

④喫煙歴
対　　象

動機付け支援 積極的支援

対 象  者

支援期間 原則１回の面接 ３カ月以上（継続的に支援）

内　　容

生活習慣の改善が必要で、改善
の意思決定の支援を要する者

生活習慣の改善が必要で、継続
的できめ細やかな支援を要する者

医師や保健師、管理栄養士の指
導のもと、対象者自らが生活習慣
改善のための行動計画を策定。６
カ月経過後に指導者が実績の評
価を行う。

策定した行動計画を対象者が自
主的かつ継続的に行えるよう、指
導者が定期的・継続的に面談や
電話などで支援する。６カ月経過
後に指導者が実績の評価を行う。
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去
る
１
月
25
日
（
金
）、
東
北
６
県
の
日
本

対
が
ん
協
会
支
部
の
放
射
線
技
師
を
対
象
に
標

記
研
修
会
が
、
山
形
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
研
修
会
は
、
検
診
に
お
け
る
撮
影
技

術
の
向
上
を
目
的
に
東
北
各
県
持
ち
回
り
で
開

催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
、
Ⅱ
と
教
育
講

演
が
行
わ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
で
は
「
乳
が

ん
検
診
の
シ
ス
テ
ム
の
現
状
」
と
題
し
、
デ
ジ

タ
ル
装
置
の
使

用
状
況
や
視
触

診
と
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
併
用
検

診
の
検
診
成
績

に
つ
い
て
活

発
に
意
見
交
換

が
な
さ
れ
ま
し

た
。
続
く
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
で

は
「
胃
が
ん
検

診
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
化
の
現

状
」
と
題
し
討
議
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

検
診
成
績
や
撮
影
・
読
影
方
法
、運
用
に
つ
い
て
、

各
県
の
現
状
を
発
表
、
そ
れ
に
基
づ
き
情
報
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
山
形
県
に
お
け
る
胃
が
ん
検
診
の

状
況
」
と
題
し
、
山
形
県
立
が
ん
・
生
活
習
慣

病
セ
ン
タ
ー
が
ん
対
策
部
長
の
松
田
徹
先
生
か

ら
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
形
県
は
、
現
在
胃
が
ん
検
診
受
診
率
が
１

位
で
あ
り
、
ほ
ぼ
全
年
齢
層
で
男
女
問
わ
ず
胃

が
ん
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
検
診
の
精
度

管
理
と
し
て
が
ん
登
録
が
非
常
に
重
要
で
あ
る

こ
と
、
読
影
力
向
上
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
協
会
で
は
、
診
療
放
射
線
技
師
、
臨
床
検

査
技
師
、
保
健
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
と

い
っ
た
専
門
職
、
ま
た
事
務
職
に
お
い
て
も
、

受
診
者
の
皆
さ
ん
に
よ
り
良
い
検
診
、
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
各
種
研
修
会
に
参
加
し

研
鑚
を
積
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
も
資
質
向
上

を
図
る
た
め
な
お
一
層
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

現
在
、「
が
ん
」
は
年
間
33
万
人
の
命
を
奪
い
、
27
年

連
続
で
死
因
の
一
位
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、日
本
商
工
会
議
所
と
日
本
対
が
ん
協
会
が「
が

ん
対
策
」
に
関
す
る
各
種
連
携
事
業
を
行
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
、
山
形
商
工
会
議
所

が
健
康
普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
「
が
ん
」
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
当
協
会
で
も
日
本

対
が
ん
協
会
山
形
県
支
部
と
し
て
同
セ
ミ
ナ
ー
を
後
援
す

る
こ
こ
と
な
り
ま
し
た
。

　

去
る
3
月
13
日（
木
）、山
形
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー〈
遊

学
館
〉
に
お
い
て
、
約
50
名
参
加
の
も
と
同
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
山
形
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
公
衆
衛

生
学
講
座
教
授
の
深
尾
彰
先
生
か
ら
、「
が
ん
に
負
け
な

い
た
め
に
」
と
題
し
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
が
ん
」に
な
ら
な
い
た
め
に
ど
う
す
べ
き
か
、も
し「
が

ん
」
に
か
か
っ
た
場
合
ど
う
す
べ
き
か
、
つ
ま
り
一
次
予

防
、
二
次
予
防
の
重
要
性
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
結
び
に
、
検
診
は
「
が
ん
対
策
」
に
非
常
に
重
要

で
あ
り
、
現
在
、
山
形
県
は
検
診
の
受
診
率
が
非
常
に
高

い
が
、
よ
り
一
層
検
診
を
普
及
さ
せ
受
診
率
の
更
な
る
向

上
が
必
要
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
の
が
ん
の
部
位
別
死
亡
数
・
率
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、３
２
９
，

３
１
４
人
で
死
因
の
第
１
位
、26
年
連
続
で
死
因

の
１
位
と
な
り
ま
し
た
。
部
位
別
で
は
、昨
年
同

様
肺
が
ん
が
１
位
で
６
３
，２
２
５
人
、２
位
は
胃

が
ん
で
５
０
，４
１
５
人
、３
位
は
大
腸
が
ん
で

４
１
，０
５
６
人
の
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
山

形
県
の
場
合
も
肺
が
ん
が
７
６
５
人
で
１
位
、胃

が
ん
が
７
１
９
人
で
２
位
、大
腸
が
ん
が
４
３
３

人
で
３
位
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、都
道
府
県
別
に
死
亡
率（
人
口
10
万
対
）

の
順
位
を
見
る
と
、山
形
県
は
全
が
ん
で
４
位
、部

位
別
で
は
肺
が
ん
と
胃
が
ん
が
２
位
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

が
ん
に
よ
る
死
亡
者
は
、年
々
増
加
を
続
け
、２

位
の
心
疾
患
、３
位
の
脳
血
管
疾
患
に
大
き
く
差

を
つ
け
て
い
ま
す
。

　

が
ん
の
予
防
に
は
、食
生
活
の
改
善
や
禁
煙
に

よ
る
一
次
予
防
に
加
え
、や
は
り
検
診
に
よ
る
二

次
予
防
が
大
切
で
す
。
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り

が
ん
は
決
し
て
不
治
の
病
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す
の
で
、

定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
18
年
が
ん
部
位
別
死
亡
数・率
ま
と
ま
る

0
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40,000

50,000

60,000

70,000

８年 ９年 １０年１１年１２年１３年１４年 １５年１６年１７年１８年 ８年 ９年 １０年１１年１２年１３年１４年１５年１６年１７年１８年

平成18年がん部位別死亡率（人口10万対）上位5位（確定数）
17年 16年

全国 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 山形県 山形県 山形県

329,314人 秋田県 島根県 和歌山県 山形県 山口県 4位 8位 4位

261.0 343.1 333.5 319.6 319.5 318.1 319.5 310.3 309.1

50,415人 秋田県 山形県 富山県 新潟県 香川県 2位 2位 2位

40.0 65.0 59.9 53.5 52.5 49.2 59.9 57.0 58.7

41,056人 秋田県 青森県 島根県 新潟県 岩手県 14位 5位 5位

32.5 46.5 45.2 44.5 39.7 39.5 36.1 41.9 41.2

63,225人 和歌山県 山形県 長崎県 北海道 秋田県 2位 7位 7位

50.1 65.4 63.7 61.7 61.3 60.4 63.7 58.0 55.9

乳 が ん 11,177人 青森県 愛媛県 長崎県 東京都 大分県 33位 4位 31位

（女性） 17.3 21.6 21.6 20.2 19.5 19.1 15.9 17.9 15.2

5,513人 熊本県 大分県 愛媛県 山口県 和歌山県 18位 39位 39位

8.5 12.4 10.6 10.5 10.5 10.4 8.8 7.3 7.6

9,527人 島根県 岩手県 熊本県 福島県 鹿児島県 13位 22位 7位

15.5 26.1 23.3 22.1 21.6 21.6 20.0 16.8 19.6

大 腸が ん

胃 が ん

全 が ん

前立腺がん

子 宮が ん

肺 が ん

0

100

200
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400
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700

800

900

部位別死亡数推移【全国】 部位別死亡数推移【山形県】

胃
大腸
肺
子宮
乳

胃
大腸
肺
子宮
乳

「
が
ん
に
負
け
な
い
た
め
に
」

山
形
商
工
会
議
所
が

セ
ミ
ナ
ー
開
催

東
北
地
区

集
検
放
射
線
技
術
部
会
研
修
会

当
県
で
開
催
さ
れ
る
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庄
内
検
診
セ
ン
タ
ー
に
作
品
を
提
供
い

た
だ
い
た
主
な
高
等
学
校

・
県
立
庄
内
総
合
高
等
学
校

・
県
立
酒
田
東
高
等
学
校

・
県
立
酒
田
西
高
等
学
校

　

一
日
に
５
０
〜
１
０
０
人
ほ
ど
の
受
診

者
が
訪
れ
る
山
形
、庄
内
検
診
セ
ン
タ
ー
で

は
、待
ち
時
間
や
検
診
が
終
わ
っ
た
あ
と
な

ど
に
観
て
い
た
だ
き
、感
想
な
ど
も
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
展
示
を
続
け
て

い
く
予
定
で
お
り
ま
す
の
で
、受
診
の
際
は

是
非
ご
覧
い
た
だ
き
、ま
た
、学
校
関
係
の

方
な
ど
展
示
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、各
検

診
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

山
形
検
診
セ
ン
タ
ー
で
は
、一
年
前
か
ら

検
診
ホ
ー
ル
を
活
用
し
、山
形
市
内
に
あ
る

東
北
芸
術
工
科
大
学
か
ら
学
生
の
作
品
を

お
借
り
し
展
示
し
て
お
り
ま
す
。
作
品
は
、

岩
絵
の
具
を
用
い
た
日
本
画
で
、動
物
や
人

物
、抽
象
画
な
ど
様
々
で
す
。
こ
れ
ま
で
同

大
学
の
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
作
品
を
展
示

し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、庄
内
検
診
セ
ン
タ
ー
で
は
、２
階

の
休
憩
室
の
隣
に「
健
康
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」を

設
け
、主
に
管
内
の
高
等
学
校
美
術
部
の
生

徒
の
油
絵
や
水
彩
画
を
展
示
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
他
に
、個
人
の
方
か
ら
雛
人
形

（
鵜
渡
川
原
人
形
）や
創
作
人
形
な
ど
を
展

示
し
て
お
り
ま
す
。

広報媒体に仲間入り
是非ご活用ください

当協会の山形と庄内の両検診センターでは、
地元の高校生や大学生、個人の方の絵画や人形などの芸術作品を展示し、

受診者の目を喜ばせております。

当協会では、健康教育用媒体物の貸し出し（無償）を行っております。
今回新しく「パネル」と「ＤＶＤ」が仲間入りいたしました。

この他、模型、パネル、ビデオ等がありますので、健康まつり、健康教育で是非ご利用ください。
　お問い合わせは、事務局総務係又は各検診センター庶務係までお願いいたします。

検診センターのホールを利用し
絵画などの作品を展示

◎DVD
☆「防ごう！メタボリックシンドローム」
☆「メタボリックシンドロームを予防する
　　ボディデザイン体操」

あ り が と う ご ざ い ま す
☆きらやか友の会様より23年連続でご寄付いただきました
　去る12月18日（火）、きらやか銀行本店（山形市）において、きらやか友の会様より、
がん・生活習慣病征圧のためにと寄付金（30万円）をいただきました。
　きらやか友の会は、同銀行の関連会社である寿商事が取扱っているがん保険加入者
の出資で運営されており、がんなどの疾病予防を目的とした様々な事業を行っており
ます。当協会へのご寄付もこの一環であり、今年で23回目となります。

◎パネル
☆新「栄養シリーズ」
・飲物を上手にとろう
・飲酒量を減らすコツ
・あなたのエネルギー収支バランス
は？

・賢い外食選びのポイント
・遅い時間の夕食のポイント
・朝食を食べる生活を始めましょう
・魚の栄養と食べる工夫
・野菜は 1日 350 ｇ以上食べま
しょう

・間食の食べ方を見直しましょう
・朝、昼、夕　1日に食事で「主食」・
　「主菜」・「副菜」を揃えましょう
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